
大阪市地域振興会50周年 大阪市赤十字奉仕団75周年

　大阪城の東側にある城東区は、大阪市の東北部に位置し、市内で
も特に人口密度が高い地域として知られています。
都島区・中央区・東成区・旭区・鶴見区・東大阪市とさまざまな町に隣
接している区です。約８平方キロメートルの面積を有する地域で、そ
こに約16万人が居住しており、そのため、城東区は人口密度が高く、
活気にあふれたにぎやかな町です。
　人口の多さの原因は、区内各地域で高層マンションが建設された
ことだと言えます。

　区内には、城北川、平野川、平野川分水路が流れています。
　大阪城公園に見られる豊かな緑と水辺空間が融合し、美しい自然
環境が整っていることも特徴の1つです。川にかかる橋以外には全体
的に平たんな地域となっているため、自転車の運転や歩行もしやすく
なっております。城北川には、ジョギングや散歩ができる遊歩道も整
備されており、レクリエーションをされる方が多くおられます。また、大
阪のランドマークである大阪城を望める場所もあります。

　城東区は電車や地下鉄、バスの交通網が充実しており、どの公共
交通機関を利用する場合でも利便性が高くなっています。
JR環状線や大阪メトロ中央線・長堀鶴見緑地線などが利用しやすい
地域です。それ以外にも、京阪電気鉄道や2019年にはJRおおさか
東線が全線開通し、JR野江駅から新大阪駅まで10分で行くことが
でき、また2023年3月18日には大阪駅（うめきたエリア）が開業し、
おおさか東線の列車も大阪駅地下ホームに乗り入れており、中心部
の難波・梅田・京橋にアクセスしやすい環境になっています。
　交通量は多いですが、国道1号線、中央大通、国道479号線（内環
状）、大阪府道2号（大阪中央環状線）などの主要幹線道路に面して
いるため、自動車での移動も便利で、仕事やレジャー、ショッピングに
出かけやすいのが城東区の魅力の一つです。

　城東区の治安の良さは、大阪市内でも上位に入ります。治安の良
さに恵まれていることは、安心して住むための大きな利点です。
交通は便利ですが、中心部の繁華街からは距離があるため、犯罪の
発生件数が少ないと考えられます。また同時に、各連合では防犯意
識が高く、連合ごとに、積極的な青色パトロール活動などの防犯活動

がおこなわれていることも、治安が良い理由の1つかもしれません。
　実際に区民一人当たりの犯罪件数では、大阪府警が発表している
犯罪認知件数は1,274件と大阪市計画調整局（令和5年12月1日）
が発表している推計人口167,432人から見る2023年の犯罪率は
0.76%で大阪市24区の中でも23位となっています。

　2019年（令和元年）８月に公立大学法人大阪が発表した「新大学
基本構想」で、森之宮に都心メインキャンパスを整備する方針を発表
し、2022年（令和4年）4月に大阪公立大学が開校し、2025年（令和
7年）9月に森之宮キャンパスが開設しました。全国でも有数のマンモ
ス大学のメインキャンパスであり、多世代かつ多様な人が集い、交流
する、未来にむけた街となる取り組みが進められています。地域と大
学が社会課題に取り組んで行き、大阪の発展を牽引する拠点として
期待されています。

　城東区地域振興会（昭和50年6月設立）、城東区赤十字奉仕団
（昭和24年8月設立）設立以降、現在16の連合町会、223の町会
で形成されており、5,000名近い町会長、班長、役員は、「自らの町
は自らの手でつくる」という強い決意のもと、まちづくり活動に従事
しています。
　防災活動、防犯活動を通して安心・安全なまちづくりをめざすと同
時に、自助共助の取り組みを進めています。敬老行事、ふれあい喫茶
などの福祉活動をはじめ、夏祭り、運動会などの親睦、文化祭などを
実施することで、地域に潤いが生まれています。地域住民が協力しな
いとできない「まち」や公園の清掃、コミュニティ回収などの取り組み、
課題の意見調整を連合・町会の活動を通じて行います。

　各連合では、地域にあった「まちづくり活動」に取り組んでおり、こ
のように様々な活動を主体的に、継続することで、住民の連帯感を深
め、人間性豊かで潤いのある住みよいまちづくりができると信じてい
ます。
　城東区各連合が知恵と力、創意工夫を行って地域活動、コミュニ
ティ活動を推進することで、過去10年城東区は大きく変わってきて
おり、今後の城東区の発展に寄与できることと信じております。

『大阪城を望む町・未来へ進化する城東区 』　　
城東区地域振興会会長　城東区日赤奉仕団団長　髙木　正博

DATA城東区
●面　積／8.38km2 
●世　帯／86,793世帯
●人　口／168,969人

●男　性／79,849人
●女　性／89,120人

●区の花／モクレン、コスモス
　モクレンが自然への愛と恩恵、コスモスが調和と真心、城東区民の地域、近隣の愛と協調を
   象徴しています。 （2025年9月1日現在）

　城東まつり（区民まつり）は、昭和49年に始まり、令和6年
度で51回目を迎えました。 令和5年度は城東区政80周年を
記念して、新たな試みとして開催日を8月から11月に変更し、
さらに多くの区民が参加しやすい形で開催しました。
　本まつりでは、「区民の健康と福祉の増進を図り、心のふれ
あう明るい住みよいまちづくり」をめざし、すべての区民が楽
しめる多彩な催しを企画しています。各連合の協力により、安
全で安心して楽しめるイベント運営が実現しています。

■令和6年 第51回 城東まつり

■令和６年度 城東区地域振興会大会

　隔年、６月に新役員を対象に研修会を実施しております。
令和６年度は、参加者総数約170名の参加のもと、研修会
を実施いたしました。

■令和６年度 新任役員研修会

　城東区では毎年、地域住民や役員の皆様をお迎えし、「城東区地域振興会大会」および「城東区赤十字奉仕団大会」を盛大に
開催しています。この大会では、長年地域でご活躍された皆様の輝かしいご功績と、長年にわたるご苦労に対し、敬意を表し、永
年勤続者の表彰を行っています。地域活動に尽力されている方々の節目を祝うとともに、地域住民の絆を深める貴重な機会でも
あります。
　第二部では、各連合で活動されている人々による踊りや演芸が披露され、世代を超えた住民同士の交流が生まれました。

令和６年度城東区地域振興会大会

令和6年　城東まつり

式典　第二部演芸大会
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